
1617

玉川大学「全人的人間科学プログラム」

21世紀COEプログラム委員会の
事後評価と今後の戦略

塚田 稔 ●脳科学研究所副所長

2002年、文部科学省の21世紀COEプログラムに採択された玉川大学「全人的人間科学プログラム」。
世界のトップレベルに肩を並べる本学の脳研究を基盤に、人間の総合理解を目指し、

文系理系の各分野を横断する独自の研究は数々の業績をあげてきた。
この研究成果と21世紀COEプログラム委員会による事後評価について、

プロジェクトリーダーの塚田稔教授が語る。

人
間
の
心
と
脳
の
役
割

　

玉
川
大
学
「
全
人
的
人
間
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、

二
一
世
紀
に
必
要
と
さ
れ
る
新
し
い
教
育
と
未
来
技

術
の
開
拓
に
寄
与
す
る
た
め
に
、
人
間
の
心
（
情
報

処
理
と
情
報
創
成
）
の
原
理
の
解
明
を
め
ざ
し
た
脳

研
究
を
、
学
際
的
・
有
機
的
に
行
う
と
と
も
に
、
若

手
研
究
者
を
学
際
的
に
育
成
す
る
た
め
の
拠
点
形
成

を
目
標
に
、
二
〇
〇
三
年
よ
り
五
年
間
に
わ
た
り
研

究
と
教
育
を
実
践
し
て
き
た
。

　

こ
の
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
全
体
と
し
て
人
間

を
よ
り
深
く
理
解
す
る
と
い
う
最
終
目
標
に
向
け
て

統
合
的
な
研
究
を
遂
行
し
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、

㈠�

本
学
脳
科
学
研
究
所
に
お
け
る
、
脳
機
能
に
関
す

る
独
創
的
か
つ
優
れ
た
研
究
の
強
化
と
促
進
。

　

�

学
習
、
記
憶
、
推
論
、
意
思
決
定
に
関
わ
る
脳
内

神
経
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
を
実
験
的
な
ら
び

に
理
論
的
に
明
ら
か
に
す
る
。

㈡�

動
物
か
ら
人
間
ま
で
、
遺
伝
子
・
分
子
レ
ベ
ル
か

ら
神
経
シ
ス
テ
ム
レ
ベ
ル
ま
で
、
科
学
的
ア
プ
ロ

ー
チ
か
ら
人
文
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
ま
で
を
網
羅

す
る
比
較
・
統
合
研
究
の
共
通
基
盤
を
打
ち
立
て

る
。

㈢�

わ
れ
わ
れ
の
統
合
的
脳
研
究
は
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
、
知
能
ロ
ボ
ッ
ト
、
そ
の
他
の
産
業
分
野
に

お
け
る
未
来
技
術
に
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
を
も
た

ら
す
も
の
で
あ
る
。

以
上
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
の
研
究
は
、
人
間
を
ト
ー
タ
ル
に
理
解

の
関
係
、
そ
の
創
発
過
程
に
つ
い
て
の
科
学
的
な

研
究

●   

名
詞
お
よ
び
動
詞
の
す
ば
や
い
学
習
を
可
能
と
す

る
幼
児
の
語
彙
獲
得
バ
イ
ア
ス
の
深
い
分
析

　

以
上
を
中
心
に
多
様
な
研
究
が
行
わ
れ
、
全
体
と

し
て
脳
が
い
か
な
る
経
過
を
た
ど
っ
て
言
語
能
力
や

問
題
解
決
能
力
を
獲
得
し
て
い
く
の
か
、
そ
の
過
程

の
解
明
を
推
進
し
た
。

3
病
態
脳
研
究
グ
ル
ー
プ

　

統
合
失
調
症
患
者
を
対
象
に
、
神
経
回
路
の
活
動

を
f
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
調
査
し
、
疾
患
の
な
い
人
と
比
較
す

る
な
ど
、
認
知
機
能
と
脳
の
活
動
を
解
明
し
、
わ
れ

わ
れ
が
心
と
呼
び
、
通
常
は
分
割
し
て
議
論
す
る
こ

と
の
難
し
い
対
象
に
つ
い
て
、
哲
学
的
方
法
を
取
り

入
れ
研
究
を
行
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
哲
学
、
発
達
、
病
態
の
研
究
の
総
体
と

し
て
深
い
レ
ベ
ル
で
の
人
間
理
解
と
そ
の
概
念
モ
デ

ル
の
提
案
を
行
い
、
さ
ら
に
そ
の
脳
メ
カ
ニ
ズ
ム
の

研
究
に
必
要
な
問
題
定
義
と
、
そ
の
科
学
的
な
根
拠

を
提
示
し
た
。
こ
の
よ
う
な
人
間
シ
ス
テ
ム
の
全
体

的
な
理
解
は
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
目
指
し
た
全
人
的

人
間
科
学
を
推
進
す
る
う
え
で
、
そ
の
基
盤
と
な
っ

て
い
る
。

＊　

＊　

＊

　

教
育
面
で
は
、
脳
科
学
を
専
攻
す
る
新
し
い
大
学

院
博
士
課
程
コ
ー
ス
を
整
備
し
、
博
士
課
程
学
生
お

よ
び
ポ
ス
ド
ク
研
究
者
に
対
す
る
体
系
的
な
脳
科
学

の
研
究
・
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
き
た
。

脳研究について語る筆者。本学主催のシ
ンポジウムや共同ワークショップで、研
究成果を発信している
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し
、
そ
の
成
果
を
確
固
た
る
科
学
的
基
盤
と
し
て
教

育
の
分
野
に
提
供
し
、
現
代
社
会
の
人
間
が
直
面
す

る
精
神
的
困
難
を
ど
の
よ
う
に
克
服
で
き
る
か
を
示

す
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
研
究
環
境
面

で
は
、
遺
伝
子
解
析
装
置
、
機
能
的
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置

（
f
Ｍ
Ｒ
Ｉ
）、
二
光
子
電
子
顕
微
鏡
、
脳
波
計
、
マ

ル
チ
ユ
ニ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ロ
ン
計
測
装
置
と
い
っ
た
最

新
鋭
の
脳
科
学
計
測
技
術
を
取
り
揃
え
た
。

　

ま
た
子
ど
も
の
発
達
研
究
の
た
め
に
、「
赤
ち
ゃ

ん
ラ
ボ（
赤
ち
ゃ
ん
の
登
録
数
五
〇
〇
件
）」を
設
置
し
、

遺
伝
子
レ
ベ
ル
か
ら
ヒ
ト
の
脳
機
能
ま
で
を
一
拠
点

で
す
べ
て
研
究
で
き
る
よ
う
に
整
備
し
た
。

心
の
現
象
を
科
学
的
に
解
明
す
る

　

人
間
お
よ
び
心
の
し
く
み
を
総
合
的
に
理
解
し
、

心
の
現
象
を
科
学
的
に
解
明
す
る
た
め
に
、

1
生
命
観
に
関
わ
る
哲
学
的
議
論
の
展
開

2
幼
児
の
言
語
獲
得
能
力
の
発
達
過
程
の
解
明

3�

脳
障
害
の
行
動
的
調
査
を
通
じ
て
、
人
間
シ
ス
テ

ム
の
研
究

を
行
っ
て
き
た
。
こ
の
過
程
で
遺
伝
子
や
脳
の
生
理

学
的
な
研
究
や
、
脳
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
理
解
が
、
最
新

の
実
験
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
提
供
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
「
心
の
原
理
」
を
解
明
す
る
本
学
の
研
究
成

果
が
、
教
育
現
場
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
社
会
フ

ィ
ー
ル
ド
で
問
題
解
決
の
指
針
を
与
え
て
き
た
。

1
生
命
観
研
究
グ
ル
ー
プ

●  

機
械
的
な
生
命
観
を
超
え
た
新
し
い
生
命
シ
ス
テ

ム
の
考
え
方
に
つ
い
て

●   

認
知
・
知
覚
・
意
識
に
つ
い
て

　

脳
科
学
と
哲
学
の
相
互
理
解
の
た
め
、
議
論
と
研

究
を
実
施
し
た
。
生
命
や
心
、
意
識
を
生
み
出
し
育

て
る
媒
体
と
し
て
の
脳
が
、
本
来
持
つ
べ
き
機
能
と
、

そ
の
脳
が
存
在
し
て
相
互
作
用
を
行
う
実
世
界
と
の

関
係
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
た
。

2
乳
幼
児
発
達
研
究
グ
ル
ー
プ

●   

乳
幼
児
の
言
語
の
分
節
化
能
力
と
言
語
獲
得
能
力

社会的貢献

新しい人間観

人間理解と教育

新しい産業技術

認知発達心理学的アプローチ

生命観哲学的アプローチ

文科系

計算論的アプローチ

工学系

生物系

神経生理学的アプローチ

遺伝子・分子生物学的アプローチ 幼小中高教員とのワーキンググループ

学際的若手研究者の育成の
永続的拠点の形成

学際的・有機的脳研究

学習・記憶・推論・発達の
情報表現と情報創成の原理

生物の基礎情報処理研究部門
・ミツバチの行動解析グループ
・ミツバチの遺伝子解析グループ

脳の高次情報処理研究部門
・思考／推論研究グループ
・記憶／学習研究グループ
・神経計算論／工学応用研究グループ

心のしくみ研究部門
・生命観研究グループ
・乳幼児発達研究グループ
・病態脳研究グループ

玉川大学
「全人的人間科学プログラム」

玉川大学「全人的人間科学プログラム」概念図
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昨
秋
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
21
世
紀
Ｃ
Ｏ

Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
会
の
事
後
評
価
結
果
が
公
表
さ

れ
た＊

１

。
こ
こ
で
そ
の
評
価
と
コ
メ
ン
ト
を
紹
介
す
る
。

21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
会
に
よ
る

総
括
評
価

　

設
定
さ
れ
た
目
的
は
十
分
に
達
成
さ
れ
、
期
待
以

上
の
成
果
が
あ
っ
た
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
脳
と
心
の
問
題
を
中
核
に
、

基
礎
的
な
脳
科
学
、
工
学
と
文
系
の
人
間
科
学
、
教

育
科
学
を
融
合
す
る
新
し
い
拠
点
を
形
成
す
る
意
図

で
構
想
さ
れ
、
学
長
の
指
揮
の
も
と
、
大
学
の
手
厚

い
支
援
と
関
係
者
の
強
い
意
欲
に
よ
り
、
当
初
の
予

想
を
大
き
く
上
回
る
成
功
を
収
め
た
も
の
と
し
て
、

高
く
評
価
で
き
る
。

　

学
問
の
面
か
ら
見
れ
ば
、
分
子
生
物
学
、
シ
ス
テ

ム
脳
科
学
、
理
論
脳
科
学
の
個
別
分
野
で
著
し
い
成

果
を
挙
げ
、
そ
の
融
合
が
進
ん
だ
。
こ
れ
は
若
手
級

か
ら
指
導
者
級
ま
で
の
優
れ
た
一
連
の
人
材
の
リ
ク

ル
ー
ト
に
成
功
し
た
こ
と
に
よ
る
。

　

ま
た
、
心
と
教
育
の
問
題
に
関
し
て
は
、「
赤
ち

ゃ
ん
ラ
ボ
」
の
構
築
、
哲
学
者
と
の
対
話
な
ど
、
活

動
は
積
極
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
脳
科
学
と
人
間

科
学
の
融
合
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
そ
の
足

掛
か
り
を
築
い
た
努
力
は
高
く
評
価
で
き
る
も
の
の
、

こ
れ
か
ら
の
課
題
と
し
て
さ
ら
な
る
発
展
を
期
待
し

た
い
。

　

教
育
の
面
で
は
、
比
較
的
小
規
模
な
大
学
で
あ
る

こ
と
も
あ
っ
て
、
世
界
一
流
の
大
学
院
教
育
機
関
と

な
る
に
は
ま
だ
障
害
が
多
々
あ
る
が
、
し
っ
か
り
と

し
た
中
核
技
術
基
盤
の
形
成
に
成
功
し
、
他
大
学
の

大
学
院
生
と
ポ
ス
ド
ク
を
多
く
受
け
入
れ
、
わ
が
国

の
脳
科
学
の
広
が
り
と
若
手
育
成
を
支
え
て
き
た
も

の
と
し
て
、
そ
の
活
躍
は
高
く
評
価
で
き
る
。

　

国
際
交
流
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
サ
マ
ー
ス
ク

ー
ル
な
ど
、
国
際
的
な
活
動
に
も
瞠
目
す
べ
き
も
の

が
あ
る
。

　

貴
学
の
自
ら
の
特
色
を
こ
こ
に
活
か
そ
う
と
い
う

積
極
性
は
高
く
評
価
で
き
る
。
脳
科
学
研
究
所
の
設

立
な
ど
、
大
学
の
理
解
と
支
援
を
も
と
に
基
盤
整
備

を
さ
ら
に
進
め
、
文
系
理
系
の
壁
を
超
え
て
人
間
を

理
解
す
る
た
め
の
人
間
科
学
を
構
築
す
る
研
究
教
育

拠
点
の
形
成
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
目
標
を
、
今
後
も

さ
ら
に
積
極
的
に
追
究
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

こ
の
よ
う
な
評
価
結
果
を
得
た
の
も
メ
ン
バ
ー
を

は
じ
め
、
大
学
を
挙
げ
て
の
支
援
体
制
の
も
と
、
総

合
大
学
と
し
て
一
致
団
結
し
た
結
果
で
あ
る
。

　

思
え
ば
、
二
〇
数
年
前
よ
り
人
間
自
身
の
脳
を
理

系
文
系
の
学
際
的
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
、

い
ち
早
く
そ
の
必
要
性
を
理
解
し
、
大
学
の
附
置
研

究
施
設
と
し
て
一
九
九
六
年
に
脳
科
学
研
究
施
設
を

立
ち
上
げ
、
二
〇
〇
二
年
に
開
始
し
た
Ｃ
Ｏ
Ｅ
の
進

展
に
と
も
な
い
、
二
〇
〇
七
年
に
脳
科
学
研
究
所
を

設
立
。
さ
ら
に
今
年
四
月
、
研
究
セ
ン
タ
ー
棟
（
学

術
研
究
所
を
併
設
）を
新
設
し
た
小
原
哲
郎
名
誉
総
長
、

小
原
芳
明
学
長
を
中
心
と
す
る
玉
川
大
学
の
首
脳
陣

の
決
断
に
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

こ
れ
か
ら
の
戦
略

　

し
か
し
、
評
価
コ
メ
ン
ト
に
も
あ
る
よ
う
に
、
現

時
点
で
は
脳
科
学
と
人
間
科
学
の
融
合
は
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
あ
り
、
そ
の
足
掛
か
り
を
築
い
た
と
の
認

識
に
立
ち
、
今
後
の
展
開
に
向
け
て
一
層
の
努
力
が

必
要
で
あ
る
。

　

教
育
の
面
で
は
、
比
較
的
小
規
模
な
大
学
で
あ
る

こ
と
も
あ
っ
て
、
世
界
一
流
の
大
学
院
教
育
機
関
と

な
る
に
は
ま
だ
規
模
の
大
き
い
大
学
と
比
較
し
多
く

の
弱
点
が
あ
る
。
大
学
院
の
学
生
の
人
数
、予
算
規
模
、

研
究
の
活
性
度
な
ど
い
く
つ
か
の
問
題
点
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
脳
科
学
研
究
所
を
拠
点
に
し
た
今
後
の

戦
略
と
展
開
を
述
べ
た
い
と
思
う
。

❶
玉
川
大
学
で
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
と
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ

の
意
思
決
定
が
き
わ
め
て
迅
速
に
で
き
る
利
点
が
あ

る
。
と
く
に
、
学
部
間
に
ま
た
が
る
学
際
領
域
の
研

究
体
制
で
は
学
部
の
利
害
関
係
を
超
え
た
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
の
意
思
決
定
が
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
わ

れ
わ
れ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
も
一
二
年
前
の
迅

速
な
意
思
決
定
が
な
け
れ
ば
今
回
の
Ｃ
Ｏ
Ｅ
の
成
果

も
あ
り
え
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

❷
大
学
の
研
究
に
は
短
期
的
ビ
ジ
ョ
ン
と
長
期
的
ビ

ジ
ョ
ン
と
を
融
合
し
た
計
画
が
重
要
で
あ
る
。
わ
れ

わ
れ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
二
一
世
紀
の
脳
科
学
の
進

展
に
と
も
な
う
時
代
の
要
請
と
、
人
間
を
あ
ら
ゆ
る

分
野
か
ら
追
究
す
る
全
人
的
研
究―

―

こ
れ
は

「
真
・
善
・
美
・
聖
・
健
・
富
」
と
い
う
六
つ
の
価

値
観
を
創
造
す
る
全
人
教
育
の
理
念
を
統
合
し
た
特

有
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
果
に
基

づ
き
、
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ＊

２

を
申
請
し
、
長
期
的
視

野
で
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
、

そ
の
価
値
を
よ
り
高
め
る
も
の
と
考
え
る
。

❸
学
際
領
域
の
人
材
育
成
は
、
従
来
の
専
門
分
野
を

単
に
接
合
し
、
組
み
合
わ
せ
た
だ
け
で
解
決
さ
れ
る

も
の
で
は
な
い
。
複
数
の
分
野
の
特
長
を
統
合
し
、

新
し
い
命
題
の
理
解
と
解
決
に
向
け
て
進
化
さ
せ
る

基
盤
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
、
学

際
領
域
に
意
欲
的
に
取
り
組
む
研
究
者
組
織
の
構
築

と
人
材
育
成
が
一
体
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｅ
の
成
果
を
も
と
に
、
計
算
理
論
や
複
雑
系

理
論
と
実
験
神
経
科
学
を
融
合
し
て
研
究
す
る
、
学

際
分
野
の
若
手
研
究
者
の
育
成
を
行
っ
て
い
る
。
最

新
鋭
の
設
備
機
器
を
導
入
し
、
国
内
外
の
若
手
研
究

者
を
集
め
、
学
際
的
研
究
を
推
進
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
他
大
学
の
大
学
院
生
もResearch 

A
ssistant 

と
し
て
多
数
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
学
際
領
域
の
開
か
れ
た
研
究
体
制
を
い
っ
そ
う

促
進
さ
せ
る
た
め
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
の
申
請

を
し
て
い
る
。

❹
小
さ
な
規
模
の
大
学
で
も
世
界
に
発
信
で
き
る
情

報
や
思
想
が
あ
れ
ば
国
内
外
の
人
材
が
集
ま
っ
て
く

る
。
玉
川
か
ら
発
信
し
た
国
際
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ブ
レ

イ
ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
、
報
酬
と
意
思
決
定
に
関
す

る
国
際
共
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア

工
科
大
と
共
催
）
に
よ
っ
て
国
際
的
共
同
研
究
が
促

進
さ
れ
た
。

　

今
後
も
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
工
科
大
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ

ジ
大
学
、
ア
メ
リ
カ
国
立
衛
生
研
究
所
、
ボ
ス
ト
ン

大
学
、
昭
和
大
学
、
理
化
学
研
究
所
、
東
京
都
神
経

科
学
総
合
研
究
所
、
東
京
大
学
、
北
海
道
大
学
、
東

北
大
学
な
ど
と
の
交
流
を
い
っ
そ
う
盛
ん
に
す
る
。

❺
小
粒
で
も
ピ
リ
リ
と
辛
い
研
究
・
教
育
拠
点
の
形

成
を
試
み
る
。

以
上
が
わ
れ
わ
れ
の
戦
略
で
あ
る
。

＊
１　

�

21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
事
後
評
価
に
つ
い
て
は
、http://

w
w
w
.m
ext.go.jp/b_m

enu/houdou/19/11/07112107
/002.htm

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
２　

�

グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム―

「
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
評
価
・
検
証
を
踏
ま
え
、
大
学
院
の
教
育
研
究
機
能
を
一
層
充
実
・

強
化
し
、
国
際
的
に
卓
越
し
た
教
育
研
究
拠
点
の
形
成
を
重
点
的
に

支
援
す
る
事
業

4月1日にオープンした研究センター棟。脳科学
研究における最先端の研究設備が整った

ｆＭＲＩを使って脳の活動領域を調査赤ちゃんラボ。子守唄と言語発達の関連を比較


